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Crustal Deformations of Nishinoshima Volcano 
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第１図は、有人の測量用航空機による西之島の地形計測に関する資料である。2014年 12月４日と

10日に撮影した空中写真に基づき、数値標高モデルを作成した。上の海岸線の変遷の図にある最高標

高点を通る白い横の一点鎖線における断面図が下の図である。火砕丘が円錐形に大きく成長したこと

などがわかる。 

第２図の表に、最も高い標高と新たに噴出した溶岩等の海面上の体積の変化を示した。一番下から

２行目が最新の 12月４日の数値である。面積は 2.3km2。最高標高は約 110m、海面上の体積は 4,970

万 m3である。前回からの体積の変化から海面上への溶岩の流出速度を単純計算すると「１日あたり約

18万 m3」で、これまでになく速くなっていると推定された。 

第３図、第４図は、2014年 12月 10日に撮影した空中写真の判読結果と地形判読図である。 

 

１) 国土地理院(2014)：「地理院地図」に西之島付近の噴火活動関連情報を掲載しています，http://w

ww.gsi.go.jp/gyoumu/gyoumu41000.html. 

２) 国土地理院(2014)：西之島の面積１平方キロメートル以上増加，2014年７月23日国土地理院報道発

表資料，http://www.gsi.go.jp/kenkyukanri/kenkyukanri60007.html. 

３) 国土地理院(2014)：西之島の空中写真を撮影しました，2014年12月19日国土地理院報道発表資料，

http://www.gsi.go.jp/kanri/kanri60003.html. 
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第１図 有人の測量用航空機による西之島の地形計測 

Fig.1 Terrain measurement of Nishinoshima Volcano by the manned survey aircraft. 
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第２図 空中写真に基づく西之島の地形変化に関する計測結果 

Fig.2 Results of measurement geomorphic change of Nishinoshima Volcano based on aerial photographs.  
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第３図 空中写真の判読結果（2014年 12月 10日撮影） 

Fig.3 Results of interpretation of aerial photographs (taken on December 10, 2014). 
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第４図 地形判読図（2014年 12 月 10日撮影） 

Fig.4 Landforrm interpretation (taken on December 10, 2014). 

 


